
プレスリリース 

 
平成 21 年度畜産大賞は、畜産業の地域への多大な貢献 
が評価され地域畜産振興部門の鳥取県畜産農協に決まる 

 

平成２１年１２月２１日 

社団法人 中 央 畜 産 会 

 

 中央畜産会では、平成１０年度より日本中央競馬会特別振興資金助成事業（財団法人

全国競馬・畜産振興会助成）により、我が国畜産の「経営」「地域畜産振興」「研究開

発」のそれぞれの分野で取り組まれている事例のなかから、その内容が合理性、普及性、

発展性を有し、今日的・社会的意義のある事例について「畜産大賞」等として表彰をし

ております。 

本年度の畜産大賞の受賞事例については、１２月２１日に開催した中央全体審査委員

会（審査委員長：京都大学名誉教授 宮崎 昭氏）において、地域畜産振興部門最優秀

賞の「農業・畜産の“センチュリープラン(百年計画)”」 

～持続できる農畜産業を目指して～（鳥取県畜産農業協同組合）に決定しました。 

 選考は、「経営」「地域畜産振興」「研究開発」の３部門の審査委員会において、農

業・畜産関係団体、学会等より推薦された事例と一般公募事例を書類および現地確認等

で審査し、各部門の最優秀賞、優秀賞および特別賞を決定、さらに各部門の最優秀賞の

中から畜産大賞１点を中央全体審査委員会において決定する方式で実施しました。 

 なお、業績発表ならびに表彰式は、平成２２年２月８日（月）１３時３０分より農林

水産省共済組合「南青山会館」にて開催します。 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

○中央畜産会事業第一統括部（情報業務担当） 

 担 当：三上、田形 

 TEL：03-6206-0845 FAX：03-5289-0890 

 E-mail：t_mikami@jlia.jp 

E-mail：a_tagata@jlia.jp 

 


